
■天候

1 2 3 4 5 計 安 失

0 6 0 0 0 6 2 5

10 0 3 1 2ｘ 16 10 1

打 得 安 点 1 2 2 3 4 5

1 投 捕       3 1 0 0 二ゴ 三併 遊併

2 三         2 0 0 0 三振 三振 四球

3 捕 遊       3 0 1 1 遊ゴ 左３ 三ゴ

4 一         2 1 0 0 死球 二飛 捕邪

5 二         1 1 0 0 死球 四球 三振

6 右         2 1 0 0 死球 三振 三振

7 左         1 0 0 1 四球 三振

8 中         1 1 0 1 死球 三振

9 遊 投       1 1 1 1 死球 左安

          

          

          

          

          

          

16 6 2 4

1

3 1/3

打 得 安 点 1 1 2 3 4 5

1 二         2 2 0 0 遊失 四球 中飛 四球

2 遊         3 3 2 1 中２ 四球 右２ 三振

3 三         3 3 2 2 四球 右２ 中２ 遊ゴ

4 捕         4 3 4 4 左安 遊安 左２ 左２

5 右         3 2 1 1 四球 三振 三振 右安

6 中         4 0 0 0 三振 三振 遊ゴ 遊失

7 一         1 2 0 0 三失 四球 四球

8 左         3 0 0 0 三振 投ゴ 遊ゴ

9 投         3 1 1 2 左３ 三振 三振

          

          

          

          

          

          

26 16 10 10

5

■戦評

　１回戦江戸川球場の第３試合は、３年連続３回目出場の山静地区代表・静岡県キラリ高校・通信制と初出場の東九州地区代表・宮崎県立延岡青
朋高校・定時制通信制連合チームの対戦となった。キラリは初回相手先発の立ち上がりを攻め２番松本の適時二塁打で先制すると４番油井の適時
安打９番粟本の適時三塁打などこの回打者１４人の猛攻で１０点を奪う。序盤のうちに点差を縮めたい延岡青朋は２回、突如制球を乱した相手先発
から６者連続で四死球を選び３点を返すと満塁から相手のミスにより２点を追加する。さらに３番北川が適時三塁打を放ち１点を奪い１０－６と追い
上げる。引き離したいキラリは３回２番松本３番山本４番油井の三者連続二塁打などで３点を上げると４回に１点を追加。さらに５回５番岸が適時内
野安打を放つと、次打者の内野ゴロで相手の守備が乱れる間に一気に生還し試合を決めた。３回以降先発が立ち直りを見せ相手に追加点を許さな
かったキラリが５回コールド１６－６で勝利した。一方敗れた延岡青朋は４失策に５個のバッテリーエラーと守りのミスが目立ち大量失点につながって
しまったのが何とも悔やまれる結果となった。

8 5粟　本　滝　太 油　井　奎　弥 粟　本　滝　太 24 2 7

回数 打者 安打 三振 四球 自責

■バッテリー ■投手成績

投手 捕手 氏名

合計 　残塁：4　　併殺：1

備考

川　邊　大　也

粟　本　滝　太

松　本　侑　禅

山　本　将　吾

油　井　奎　弥

岸　端　秀　晴

内　田　徳　人

山　本　海　斗

キラリ・通

ポジション 氏名

柴　田　拓　真

1

坂　本　倖　起 小　野　賢　辰 坂　本　倖　起 19 5 5 3 3

三振 四球 自責

小　野　賢　辰 北　川　昂　嗣 小　野　賢　辰 14 5 3 4

投手 捕手 氏名 回数 打者 安打

　残塁：3　　併殺：0

備考

■バッテリー ■投手成績

合計

甲　斐　大　地

竹　内　優　剛　

稲　田　楓　大

柳　田　龍　人

坂　本　倖　起

小　野　賢　辰

金　井　優　斗

北　川　昂　嗣

山　本　永　遠

延岡青朋 東九州・宮崎

キラリ・通 山静・静岡

延岡青朋

ポジション 氏名

■備考 ５回コールド

■審判 球審：河村　　　塁審：山田　　加藤　　佐々木

出場校名 代表地区

■日時 平成30年8月15日(水) 晴れ キラリ高等学校 通信制 対 宮崎県立延岡青朋高等学校　定時制通信制

■球場 江戸川区球場 第3試合　1回戦 ■試合時間 1時間20分


